沖縄県サンゴ礁保全推進協議会の運営体制（案）
【本協議会の組織体制】

本協議会は、理事会及び委員会と事務局、会員によって組織される。

１）委員会

本協議会は、以下の6つの委員会を設置し、本協議会の運営を円滑に進める。

1 広報委員会：本協議会の広報に関する活動を推進する

2 企画委員会：本協議会の活動に関する企画を行う

3 総会準備委員会：総会及びシンポジウムの準備を推進する

4 選挙管理委員会：役員選挙及び会員の募集を推進する

5 資金調達委員会：基金、助成金等の活動資金の調達を推進する

6 運営委員会：本協議会及び理事会の運営を推進する

各委員会は、その活動の実施に当たり必要に応じ作業部会を設置することができる。

２）事務局

本協議会はその活動を補佐するための事務局を沖縄県文化環境部自然保護課に設置し、理事会及び総会の開催に係る作業の補佐、本協議会で作成する各種文書の保管、会員の管理を行う。

なお、事務局は無償で業務を実施するが、理事会は、適切な基金や助成金等（沖縄県「ふるさと納税制度」の事業費等）を申請して、その事務局経費の調達に努力する。

【沖縄県サンゴ礁保全推進協議会の組織体制】
【本協議会の運営】

本協議会では、以上の体制の下に、①本協議会組織の運営業務と、②保全活動の推進を行う。
１）本協議会組織の運営業務（総会と理事会の開催）

総会の開催：本協議会は年1回の通常総会を行い、1年間の活動及び会計報告と翌年の活動計画案を策定し、本協議会を運営する。総会の準備及び開催は、総会準備委員会が行い、事務局が補佐する。

理事会の開催：本協議会は、その活動を円滑に進めるため、年3回程度理事会を開催する。理事会の準備及び開催は運営委員会が行い、事務局が補佐する。

２）保全活動の推進（資金調達と活動の提案）

資金調達：資金調達委員会は、行政の業務費や基金、各種団体等の助成金、企業や個人等からの寄付金など、本協議会が利用可能な資金を調査し、その申請方法や獲得方法等の情報を入手して理事会に報告する。

適切な保全活動の提案と推進：理事会は、資金調達委員会から報告された資金源についての情報を検討し、それぞれの資金源に適当なサンゴ礁保全活動あるいは活動方針を提案して、会員に告示する。そして、それらの活動の実施に適切な団体／個人を選出し、それぞれの資金の申請及び獲得を推進する。


【参考：その他の基金及び助成金】
１．セブンイレブンみどりの基金

・活動助成（上限無し）

・モデル事業助成（200万円/団体、原則3年間継続）

・NPO法人格取得助成（50万円/団体、原則3年間継続）

〆切：2009年1月31日まで

２．日立環境財団

・環境NPO助成（150万円/団体）

　申請書に記載された活動内容に沿うものなら使途は問わない。

　次年度への予算繰りこしもできる。

〆切：2009年1月23日まで

３．全労済地域貢献助成事業

・環境分野一般助成（30万円/団体）

・環境分野特別助成（100万円/団体）

　直接経費以外に謝金を含む人件費も計上可。

〆切：まだ始っていない（募集期間は毎年3月下旬から4月上旬で10日程度）
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